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議
員

①
本
市
の
今
後
の
高
環
境
・
高

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
れ
ば
、
バ

リ
ア
フ
リ
U
の
視
点
が
重
要
だ
。
ハ
U

ド
整
備
面
で
は
、
や
は
り
、
安
心
し
て

通
行
で
き
る
生
活
道
路
が
第
一
の
前
提

と
考
え
る
。
J
バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま
ち

づ
く
り
の
展
望
を
聞
く
K
み
ち
づ
く
り

に
関
し
、
今
の
庁
内
体
制
は
不
十
分
と

考
え
る
。
考
え
を
問
う
②
市
の
保
育
園

で
は
、
定
数
を
増
や
し
て
も
、
年
度
途

中
で
約
300
か
ら
400
人
の
待
機
児
が
出
る

状
況
で
あ
る
。
J
待
機
児
の
動
向
の
分

析
K

地
域
ご
と
の
需
要
の
把
握
│
│

を
伺
う
③
子
育
て
支
援
と
い
う
中
で
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
重
要
な
問

題
だ
。
J
土
曜
日
の
学
童
保
育
の
実
施

K
地
域
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
開
設
│
│
へ

の
考
え
を
問
う
④
学
校
だ
け
が
子
ど
も

の
居
場
所
で
な
い
と
の
考
え
が
広
ま
っ

て
い
る
。
今
後
、
学
校
に
と
っ
て
、

「
フ
リ
U
ス
ク
U
ル
」
と
の
関
係
が
重

要
に
な
る
。
考
え
を
聞
く
。

市
長

①
J
今
年
度
と
来
年
度
で
バ
リ

ア
フ
リ
U
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
を

策
定
し
た
い
K
十
分
意
を
用
い
る
②
J

同
じ
傾
向
が
続
く
と
考
え
る
。

教
育
長

④
各
小
・
中
学
校
で
、
各
施

設
に
通
う
子
ど
も
の
把
握
に
努
め
る
。

健
康
福
祉
部
次
長

②
K
把
握
し
て
な

い
③
J
検
討
中
だ
K
検
討
中
で
あ
る
。

議
員

本
市
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
自
主

財
源
の
確
保
や
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

歳
入
歳
出
両
面
か
ら
の
努
力
が
必
要
と

【
請
願
】
三
鷹
市
市
内
在
住
の
私
立

小
・
中
学
校
就
学
者
に
対
す
る
教
育
費

助
成
お
よ
び
市
内
私
立
学
校
に
対
す
る

運
営
費
助
成
に
つ
い
て
＝
三
鷹
・
武
蔵

野
・
西
東
京
・
調
布
・
町
田
市
私
学
助

成
協
議
会
代
表
者
明
星
学
園
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
土
屋
眞
弓
さ
ん
ほ
か
３

万
７
千
483
人
が
13
年
９
月
６
日
提
出

（
文
教
委
員
会
で
審
査
）

【
請
願
】
公
立
保
育
所
の
運
営
業
務
委

託
に
あ
た
り
園
児
の
処
遇
の
低
下
が
な

い
よ
う
保
育
水
準
維
持
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
＝
み
た
か
の
保
育
を
よ
く
す

る
会
代
表
者
兼
子
隆
さ
ん
ほ
か
７
千

696
人
が
13
年
９
月
６
日
提
出
（
厚
生

委
員
会
で
審
査
）

【
請
願
】『
公
団
住
宅
を
公
共
住
宅
と

し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
』
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
＝

牟
礼
団
地
自
治
会
長
伊
東
典
光
さ
ん
、

三
鷹
台
団
地
自
治
会
長
鈴
木
富
雄
さ

ん
、
新
川
公
団
自
治
会
長
井
上
尋
之
さ

ん
、
三
鷹
駅
前
市
街
地
住
宅
自
治
会
長

阪
口
清
子
さ
ん
が
13
年
９
月
６
日
提
出

（
本
会
議
即
決
）【

請
願
】
三
鷹
市
立
幼

稚
園
全
廃
の
方
針
の
撤

回
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
＝
三
鷹
市
立
幼
稚
園
保
護
者
交
流

会
代
表
上
野
か
よ
子
さ
ん
が
13
年
９
月

６
日
提
出

（
13
年
９
月
28
日
現
在
）

【
陳
情
】
三
鷹
市
私
立
幼
稚
園
児
保
護

者
助
成
金
増
額
に
つ
い
て
＝
三
鷹
私
立

幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
代
表
木
村
真
実

子
さ
ん
ほ
か
８
千
40
人
が
13
年
９
月
４

日
提
出

議
員

本
年
10
月
よ
り
65
歳
以
上
の
方

の
介
護
保
険
料
が
全
額
徴
収
と
な
る
。

①
厚
生
労
働
省
は
、「
保
険
料
滞
納
者

に
対
す
る
保
険
給
付
の
制
限
等
に
係
る

Ｑ
＆
Ａ
」
を
市
町
村
に
配
布
し
た
。
１

年
以
上
の
滞
納
者
に
給
付
制
限
の
徹
底

を
図
る
た
め
と
聞
く
。
市
の
９
月
２
日

発
行
の
広
報
で
も
保
険
料
支
払
い
を
促

す
記
事
が
あ
っ
た
が
、
J
同
省
の
指
導

か
K
滞
納
者
の
実
態
を
聞
く
L
全
額
徴

収
を
前
に
苦
情
等
は
何
件
か
②
市
の
介

護
保
険
サ
U
ビ
ス
利
用
者
満
足
度
調
査

を
問
う
。シ
ョ
U
ト
ス
テ
イ
は
約
２
割
、

訪
問
看
護
や
デ
イ
サ
U
ビ
ス
で
１
割
が

議
員

本
年
７
月
、
「
大
店
立
地
法
」

に
基
づ
き
、「
三
鷹
野
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
U
」
の
建
築
計
画
の
届
け
出

が
東
京
都
に
あ
っ
た
。
当
施
設
が
市
の

環
境
や
ま
ち
づ
く
り
等
に
及
ぼ
す
影
響

を
懸
念
す
る
。
①
市
の
「
大
店
立
地
法
」

の
担
当
は
都
市
計
画
課
だ
が
、
当
施
設

の
影
響
を
考
え
て
、
生
活
環
境
部
を
含

め
た
体
制
が
必
要
だ
②
当
施
設
は
ス
U

パ
U
と
激
安
電
器
店
で
あ
り
、
渋
滞
等

の
交
通
問
題
が
心
配
だ
。
対
策
を
問
う

③
開
店
後
は
、
人
や
車
の
流
れ
が
変
化

し
市
の
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
や
商
店

の
職
種
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。同
時
に
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
や
駅
前

広
場
事
業
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

所
見
を
示
せ
④
市
内
の
小
売
業
者
へ
の

影
響
は
大
き
い
。
新
た
な
商
業
振
興
策

が
必
要
だ
。
取
組
み
を
聞
く
⑤
本
定
例

会
に
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
改
正
議
案
が

提
出
さ
れ
る
。
当
施
設
に
は
、
改
正
後

の
条
例
を
適
用
す
べ
き
だ
。

市
長

①
民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
策
連

絡
会
議
で
全
庁
的
対
応
を
し
て
い
る
②

警
察
や
都
と
協
議
し
、
進
入
経
路
や
誘

導
員
の
常
時
配
置
を
指
導
し
た
③
計
画

の
見
直
し
は
し
な
い
④
市
の
補
助
制
度

等
が
あ
り
、
商
店
街
振
興
プ
ラ
ン
も
策

定
す
る
⑤
現
行
条
例
の
適
用
だ
が
、
改

正
案
の
趣
旨
を
考
慮
し
指
導
し
た
い
。

不
満
と
あ
る
。
市
民
の
ニ
U
ズ
に
こ
た

え
る
の
が
行
政
の
責
務
で
あ
る
。
所
見

を
聞
く
③
介
護
保
険
料
減
免
を
導
入
し

た
自
治
体
が
300
を
超
え
る
。
本
市
で
も

保
険
料
減
免
を
検
討
す
べ
き
だ
。
考
え

を
聞
く
④
給
食
サ
U
ビ
ス
の
利
用
料
金

を
郵
便
局
で
は
支
払
え
な
い
と
聞
い

た
。
介
護
保
険
料
等
が
支
払
い
可
能
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
改
善
す
べ
き
だ
。

市
長

③
減
免
は
、
制
度
を
形
が
い
化

す
る
④
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

健
康
福
祉
部
長

①
J
指
導
は
な
い
K

普
通
徴
収
者
で
約
370
人
だ
L
こ
の
２
カ

月
で
問
合
せ
は
約
１
千
件
で
、
う
ち
苦

情
は
10
件
だ
②
事
業
者
連
絡
会
で
サ
U

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
力
し
た
い
。

考
え
る
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
情
報

化
な
ど
、
社
会
構
造
の
変
化
を
的
確
に

と
ら
え
た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市

は
平
成
12
年
に
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革

大
綱
及
び
同
実
施
方
策
を
策
定
し
た
。

①
方
策
の
実
施
に
あ
た
り
、
J
こ
れ
ま

で
の
行
革
の
成
果
を
問
う
K
社
会
・
経

済
状
況
が
厳
し
い
中
で
、
市
民
の
負
担

は
増
え
、
計
画
を
前
倒
し
し
て
で
も
行

革
を
行
う
必
要
性
は
、
今
後
さ
ら
に
高

ま
る
。
行
革
に
向
け
た
姿
勢
を
市
民
に

も
っ
と
示
す
べ
き
だ
②
職
員
と
の
関
連

で
、
J
行
革
が
推
進
さ
れ
、
職
員
の
意

識
に
変
化
は
あ
っ
た
か
K
民
間
へ
の
派

遣
研
修
の
導
入
に
考
え
を
示
せ
③
行
革

の
目
的
が
市
民
サ
U
ビ
ス
の
向
上
で
あ

る
以
上
は
、
市
民
の
満
足
度
を
ど
う
把

握
し
、
施
策
に
生
か
し
て
い
る
の
か
。

市
長

①
J
８
年
度
か
ら
の
５
年
間
で

削
減
の
効
果
は
約
90
億
６
千
万
円
だ
K

も
っ
と
ア
ピ
U
ル
し
て
い
き
た
い
②
J

経
営
コ
ス
ト
意
識
が
浸
透
し
て
き
た
K

状
況
を
み
て
考
え
た
い
③
12
年
度
、
市

民
課
と
保
育
園
を
対
象
に
市
民
満
足
度

を
調
査
し
、
業
務
改
善
に
生
か
し
た
。

第
３
回
定
例
会
に
意
見
書
４
件
、

決
議
１
件
が
提
案
さ
れ
、
意
見
書
１

件
、
決
議
１
件
が
可
決
さ
れ
た
。

Ω
外
務
省
公
金
詐
欺
事
件
の
真
相
究

明
と
再
発
防
止
を
求
め
る
意
見
書

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
大
阪
会
議
を
め
ぐ
る

ホ
テ
ル
代
水
増
し
疑
惑
は
、
詐
欺
事

件
に
発
展
し
た
。
外
務
省
の
課
長
補

佐
が
約
４
千
300
万
円
、
公
金
を
だ
ま

し
と
っ
た
と
い
う
詐
欺
容
疑
で
警
視

庁
に
逮
捕
さ
れ
、
伏
魔
殿
（
ふ
く
ま

で
ん
）
・
外
務
省
に
３
度
目
の
強
制

捜
査
が
な
さ
れ
た
。

機
密
費
の
詐
欺
事
件
、
九
州
・
沖

縄
サ
ミ
ッ
ト
で
の
ハ
イ
ヤ
U
代
水
増

し
事
件
と
続
い
て
、
外
務
省
職
員
の

逮
捕
者
は
４
人
と
な
っ
た
。
国
民
は

怒
り
心
頭
で
あ
る
。

今
か
ら
22
年
前
、
鉄
建
公
団
の
不

正
経
理
事
件
が
き
っ
か
け
で
、
当
時

大
蔵
省
や
環
境
庁
な
ど
が
組
織
ぐ
る

み
で
「
カ
ラ
出
張
」
を
し
て
裏
金
を

工
作
し
、
職
員
の
交
際
費
な
ど
に
回

し
て
い
た
実
態
が
明
る
み
に
出
さ

れ
、国
民
か
ら
厳
し
く
指
弾
さ
れ
た
。

し
か
し
外
務
省
の
一
連
の
公
金
を
だ

ま
し
と
る
手
口
は
、
お
よ
そ
20
年
以

上
も
前
か
ら
続
い
て
い
た
と
さ
れ

る
。
平
然
と
裏
金
づ
く
り
が
な
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
外
務
省
に
深

く
巣
く
う
病
理
は
相
当
重
症
で
、
深

刻
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。「
氷
山

の
一
角
」
と
い
う
国
民
の
厳
し
い
批

判
も
あ
る
。
も
は
や
府
・
省
の
自
浄

能
力
に
国
民
は
期
待
し
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政
府
に

対
し
、
早
急
に
「
詐
欺
事
件
」
の
真

相
究
明
と
結
果
の
公
表
、
再
発
防
止

に
全
力
を
あ
げ
る
よ
う
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

Ω
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
に
関
す
る
決
議

９
月
11
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ

ュ
U
ヨ
U
ク
に
あ
る
世
界
貿
易
セ
ン

タ
U
ビ
ル
や
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
国

防
総
省
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
民

間
航
空
機
の
突
入
に
よ
っ
て
爆
破
さ

れ
る
と
い
う
大
惨
事
が
起
き
、
日
本

人
を
含
む
、
多
く
の
一
般
市
民
が
犠

牲
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
テ
ロ
行
為
は
、
い
か

な
る
背
景
が
あ
っ
て
も
、
世
界
の
平

和
と
安
全
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
で

あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。

本
市
議
会
は
、
こ
の
事
件
で
犠
牲

と
な
っ
た
方
々
に
心
か
ら
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
テ

ロ
行
為
を
厳
し
く
糾
弾
し
、
そ
の
根

絶
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
る
。

政
府
に
お
か
れ
て
は
、
世
界
の
平

和
と
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
世
界
各

国
と
協
力
し
、
こ
の
よ
う
な
テ
ロ
事

件
の
再
発
防
止
に
向
け
て
、
国
際
法

に
基
づ
く
対
応
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

【
否
決
さ
れ
た
意
見
書
】

・
介
護
保
険
制
度
の
速
や
か
な
改
善

を
求
め
る
意
見
書

・
大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
を
規
制
し
、

抜
本
的
雇
用
対
策
を
求
め
る
意
見

書
・
国
民
負
担
増
と
給
付
減
を
押
し
つ

け
る
医
療
制
度
改
革
に
反
対
す
る

意
見
書

三
鷹
市
基
本
構
想
の
原
案
の
修
正

箇
所
は
次
の
と
お
り
。

１
　
第
５
―
２
の
規
定
中
、「
い
き

い
き
と
し
た
文
化
の
薫
り
高
い
豊
か

な
地
域
社
会
」
を
「
文
化
の
薫
り
高

い
、
い
き
い
き
と
し
た
豊
か
な
地
域

社
会
」
に
改
め
る
。

２
　
第
６
の
規
定
中
、「
議
会
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
の
発
揮
と
協
力
」
を

「
議
会
の
権
能
の
発
揮
と
協
力
」
に

改
め
る
。

３
　
第
６
―
１
の
規
定
中
、「
市
は

主
体
性
を
も
ち
な
が
ら
」
を
「
市
は

主
体
性
と
責
任
を
も
ち
な
が
ら
」
に

改
め
る
。

４
　
第
６
―
１
の
規
定
中
、「
総
合

的
な
コ
U
デ
ィ
ネ
U
ト
中
心
の
あ
り

方
」
を
「
総
合
的
な
コ
U
デ
ィ
ネ
U

ト
機
能
を
重
視
し
た
あ
り
方
」
に
改

め
る
。

５
　
第
６
―
２
の
規
定
中
、「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
住
区
の
視
点
を
基
礎
に
置

き
、
地
域
の
人
材
」
を
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
住
区
の
視
点
を
基
礎
に
置
く
と

と
も
に
、
全
市
域
的
な
視
点
か
ら
も

地
域
の
人
材
」
に
改
め
る
。

６

第
８
―
２
―
∞
―
⑤
の
規
定

中
、「
ま
た
、
勤
労
者
の
福
利
厚
生

の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
働
け
る

条
件
を
整
え
ま
す
。
」
を
「
ま
た
、

勤
労
者
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
図

り
、
雇
用
問
題
を
含
め
、
安
心
し
て

働
け
る
条
件
を
整
え
ま
す
。」
に
改

め
る
。

７
　
第
８
―
６
―
Ø
の
規
定
中
、

「
創
造
力
と
個
性
に
あ
ふ
れ
た
子
ど

も
が
」
を
「
社
会
性
と
創
造
力
を
備

え
、
個
性
に
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
が
」

に
改
め
る
。

８
　
第
８
―
６
―
∞
―
①
の
規
定

中
、「
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も

虐
待
を
」
を
「
い
か
な
る
場
合
に
お

い
て
も
虐
待
や
差
別
を
」に
改
め
る
。

９
　
第
８
―
６
―
∞
―
①
の
規
定

中
、「
自
主
性
や
創
造
性
を
養
え
る

よ
う
」
を
「
自
主
性
や
創
造
性
と
と

も
に
社
会
性
を
養
え
る
よ
う
」
に
改

め
る
。

10

第
８
―
６
―
∞
―
③
の
規
定

中
、「
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
総

合
的
な
」
を
「
指
導
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
総
合
的
な
」
に
改
め
る
。

11

第
８
―
６
―
∞
―
④
の
「
④

開
か
れ
た
学
校
環
境
の
整
備
」
を

「
④
安
全
で
開
か
れ
た
学
校
環
境
の

整
備
」
に
改
め
る
。

12

第
８
―
８
―
∞
―
②
の
規
定

中
、「
協
働
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
展

開
を
基
礎
に
お
い
た
」
を
「
議
会
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
協
働
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
展
開
を
基
礎
に
お
い

た
」
に
改
め
る
。

13

第
８
―
８
―
∞
―
②
の
規
定

中
、
「
国
や
都
に
対
し
て
権
限
と
」

を
「
地
方
分
権
の
更
な
る
推
進
に
向

け
国
や
都
に
対
し
て
権
限
と
」
に
改

め
る
。

14

概
念
図
の
「
21
世
紀
型
自
治
体

の
実
現
」「
自
治
の
推
進
」「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
展

開
」
の
左
に
「
執
行
機
関
」、
右
に

「
議
会
」
を
加
え
る
。

※
　
議
決
さ
れ
た
三
鷹
市
基
本
構
想

の
全
文
は
、「
広
報
み
た
か
（
10
月

21
日
号
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三
鷹
市
議
会
で
は
、
市
議
会
の
情
報

公
開
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
９
月
１
日
よ
り
ホ
U

ム
ペ
U
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、「
市
議
会
の

あ
ら
ま
し
」「
皆
さ
ん
と
市
議
会
」「
市
議

会
議
員
の
紹
介
」「
市
議
会
の
活
動
」「
会

議
録
検
索
」
「
み
た
か
議
会
だ
よ
り
」

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

以
下
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
詳
細
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

１
　
「
市
議
会
の
あ
ら
ま
し
」

「
議
長
あ
い
さ
つ
」「
市
議
会
の
仕

事
」「
市
議
会
の
し
く
み
」「
本
会
議
と

委
員
会
」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

２
　
「
皆
さ
ん
と
市
議
会
」

「
請
願
と
陳
情
」「
市
議
会
の
傍
聴
」

「
市
議
会
の
情
報
公
開
」
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
請
願
・
陳
情
の
手
続
き
や
市

議
会
の
傍
聴
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

３
　
「
市
議
会
議
員
の
紹
介
」

「
議
員
名
簿
」
を
は
じ
め
、「
委
員

会
別
名
簿
」「
会
派
別
名
簿
」
を
登
載

し
て
い
ま
す
。

４

「
市
議
会
の
活
動
」

「
会
議
の
日
程
」
「
会
議
の
結
果
」

「
活
動
の
記
録
」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

「
活
動
の
記
録
」
で
は
、
平
成
12
年
中

の
市
議
会
の
活
動
状
況
を
登
載
し
て
い

ま
す
。

５

「
会
議
録
検
索
」

キ
U
ワ
U
ド
で
検
索
で
き
る
簡
単
検

索
と
、
キ
U
ワ
U
ド
や
発
言
者
、
会
議

名
、
文
書
名
、
期
間
な
ど
５
項
目
か
ら

会
議
録
を
検
索
で
き
る
詳
細
検
索
が
可

能
で
、
平
成
７
年
以
降
の
本
会
議
録
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
「
み
た
か
議
会
だ
よ
り
」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

み
た
か
議
会
だ
よ
り
第
229
号
（
13
年

５
月
３
日
発
行
号
）
か
ら
登
載
し
て
い

ま
す
。

以
上
が
コ
ン
テ
ン
ツ
の
詳
細
で
す
。

ま
ず
は
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

本
号
（
議
会
だ
よ
り
第
232
号
）

に
関
す
る
ご
意
見
や
お
問
い
合
わ

せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。三鷹

市
議
会
事
務
局

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

44
―
０
２
４
９

http://www.gikai.city.mitaka.tokyo.jp

今
後
の
都
市
づ
く
り
の
重
点
と
は

市
民
の
党

杉
本
　
議
員

介
護
保
険
料
に
減
免
制
度
導
入
を

日
本
共
産
党

大
城
　
議
員

市
民
の
生
活
環
境
を
守
れ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

行
革
断
行
で
市
民
生
活
の
向
上
を

三
鷹
青
嵐
会

後
藤
　
議
員

大
型
店
鋪

進
　
　
出

三
鷹
市
基
本
構
想
（
原
案
）
の
修
正
箇
所

市議会の活動が自宅で
～市議会ホームページ開設～

議
場
配
付
に
な
っ
た
陳
情

た
だ
い
ま
審
査
中

不
採
択
に
な
っ
た
請
願

文
　
教

委
員
会

請願
　陳情
請願
　陳情

意
見
書

意
見
書

決
　
議

決
　
議

意
見
書

決
　
議


